
（９）

毎
年
恒
例
の「
道
志
渓
谷
や
ま
め
祭
り
」が

三
月
十
二
日
に
道
の
駅
ど
う
し
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
や
ま
め
祭
り
は
、
三
月

一
日
の
や
ま
め
魚
の
解
禁
を
う
け
て
、
道

の
駅
ど
う
し
が
お
こ
な
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎

年
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

今
年
の
や
ま
め
祭
り
に
は
、
早
稲
田
大

学
の
公
認
サ
ー
ク
ル「
り
ゅ
っ
く
さ
っ
く
」

の
皆
さ
ん
が
、
道
志
村
の
村
づ
く
り
に
参

加
し
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
協
議
の
結

果
、
や
ま
め
祭
り
イ
ベ
ン
ト
を
住
民
と
協

働
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

早
稲
田
生
と
住
民
の
熱
意
、
そ
し
て
道
の

駅
ど
う
し
の
結
集
に
よ
り
、
今
ま
で
と
は

一
味
違
っ
た
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
山
女
の
塩

焼
き
、
道
志
産
の
食
材
を
使
用
し
た
道
志

巻
き
（
巻
き
す
し
）
野
菜
の
て
ん
ぷ
ら
、

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
、
漬
物
等
を
販
売
し

ま
し
た
。そ
の
他
芝
生
広
場
に
お
い
て
は
、

パート・アルバイト募集 パート・アルバイト募集 パート・アルバイト募集 パート・アルバイト募集 
　道志村では、観光施設（水源の森・道の駅どうし）にお　道志村では、観光施設（水源の森・道の駅どうし）において、次のとおりパート及びいて、次のとおりパート及び 
アルバイトを募集しております。アルバイトを募集しております。 
　経験は不問ですので、ご希望の方は産業観光課または各　経験は不問ですので、ご希望の方は産業観光課または各施設までお問合せください。施設までお問合せください。 

　道志村では、観光施設（水源の森・道の駅どうし）において、次のとおりパート及び 
アルバイトを募集しております。 
　経験は不問ですので、ご希望の方は産業観光課または各施設までお問合せください。 

勤務先 

水源の森 

道の駅どうし 

仕事内容 

そば打ち指導員 不　問 

不　問 

応相談 780円～ 

厨房、ホールスタッフ 

施設清掃員 

18才～55才位まで 応相談 

9：00～17：00 
（交代制） 

780円～ 

650円～ 

年　　齢 時　間 時　給 

※ 土・日・祝祭日でも勤務できる方 

※ 土・日・祝祭日のみの方も歓迎 

※ 土・日・祝祭日でも勤務できる方 

※ 土・日・祝祭日のみの方も歓迎 

役場　産業観光課　TEL 52-2115　商工観光担当　菅谷克士 
水源の森　　　　　TEL 52-2770　支　配　人　山口恒雄 
道の駅どうし　　　TEL 52-1811　店　　　長　山口俊一 

工
芸
体
験
と
し
て
、
竹
か
ご
つ
く
り
、
竹

馬
、
お
手
玉
、
竹
と
ん
ぼ
、
陶
芸
、
水
鉄

砲
、
手
ま
り
づ
く
り
等
、
懐
か
し
い
遊
び

を
た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
内
に
は
、
三
月
行

事
の
雛
飾
り
や
、
住
民
に
よ
る
村
の
魅
力

自
慢
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
つ
き
住
民
の
写
真
が

展
示
さ
れ
、
や
ま
め
祭
り
は
大
盛
況
で
し

た
。
こ
の
祭
り
を
機
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

の
皆
さ
ん
に
村
づ
く
り
事
業
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

の
開
催 
や 
ま 

め 

祭
り
祭
り 
や 
ま 

め 

祭
り
祭
り 
や 
ま 

め 

祭
り 

〜
住
民
と
早
稲
田
大
生
と
協
働
で
〜
　

〜
住
民
と
早
稲
田
大
生
と
協
働
で
〜
　 

〜
住
民
と
早
稲
田
大
生
と
協
働
で
〜
　 

道志巻と天ぷらセットの販売

山女の塩焼コーナー

竹とんぼ作りコーナー 道の駅施設内の展示のひな飾り 竹馬コーナー

早稲田大学の学生によるビンゴゲーム大会



　地域の農業改良普及センターを廃
止し、高度な農業技術の普及指導業
務を総合農業技術センター（現在の
総合農業試験場）、果樹試験場、畜
産試験場で行います。 
　また、高度な林業技術の普及指導
業務は森林総合研究所で行います。 

　総合農業技術センター農業技術普及部 
　  TEL 0551-28-2933・37・73 
　果樹試験場果樹技術普及部 
　  TEL 0553-22-1922・28 
　畜産試験場畜産普及科 
　  TEL 055-273-6441 
　森林総合研究所普及指導部 
　  TEL 0556-22-8010

●普及指導業務が変わります ●普及指導業務が変わります ●普及指導業務が変わります 

○現行の富士北麓・東部教育事務所
は「富士・東部教育事務所」と名称
変更します。 
 
○保健所で行っている一般健康診断
業務(クリニック)は廃止します。 
 
○北都留合同庁舎にある総合県税事
務所県税相談課（東部相談室）は業
務を終了しますが、引き続き納税申
告書の受付、納税証明書の交付など
の事務は、富士・東部地域県民セン
ター総合窓口で行います。 

◆その他◆その他 ◆その他◆その他 ◆その他 

出先機関が変わります 出先機関が変わります 詳細は山梨県のホームページでも 
ご案内しています。 

総務事務の集中処理など 総　　務　　課 
富士・東部地域県民センター 

0554-45-7800

県　　民　　課 0554-45-7801
南都留合同庁舎1階 
〒402-0054 
都留市田原3-3-3 
FAX 0554(45)7804

富士・東部林務環境事務所 

南都留合同庁舎1、2階 
〒402-0054 
都留市田原3-3-3 
FAX 0554(45)7807

富士・東部農務事務所 

南都留合同庁舎2階 
〒402-0054 
都留市田原3-3-3 
FAX 0554(45)7833

富士・東部建設事務所 

北都留合同庁舎1、2階 
〒401-0015 
大月市大月町花咲1608-3 
FAX 0554(22)7818

富士・東部保健福祉事務所 
  （富士・東部保健所） 

富士吉田合同庁舎1、2階 
〒403-0005 
富士吉田市上吉田1-2-5 
FAX 0555(24)9037

富士・東部建設事務所 
吉　田　支　所 

富士吉田合同庁舎3階 
〒403-0005 
富士吉田市上吉田1-2-5 
FAX 0555(24)9052

衛　　生　　課 0555-24-9033

福　　祉　　課 0555-24-9032・86

環　　境　　課 0554-45-7811

総　　務　　課 0554-22-7810

用　　地　　課 0554-22-7811・32

用　　地　　課 0555-24-9051

◆ 吉田支所は富士吉田市及び南都留郡の区域の以下の業務を受け持ちます。 

道　　路　　課 

森づくり推進課 0554-45-7812・13

農業農村支援課 0554-45-7806

地 域 農 政 課 0554-45-7825・26

農 村 整 備 課 0554-45-7827・28

農 業 基 盤 課 0554-45-7831・32

道 路 第 一 課 0554-22-7812・14

0555-24-9044・45

都 市 計 画 ・  
建 築 指 導 課  

0554-22-7817・36

道 路 第 二 課 0554-22-7813

治山林道第二課 0554-45-7891～93

治山林道第一課 0554-45-7805・17・18

河川砂防管理課 

河川砂防管理課 

0554-22-7815・16・19

0555-24-9053・86・87

県　有　林　課 0554-45-7814・15

総　合　窓　口 0554-45-7839

会 計 第 一 課  
会 計 第 二 課  0554-45-7802・03

吉 田 総 務 課 0555-24-9047（富士吉田合同庁舎1F） 

（北都留合同庁舎1F） 

地 域 保 健 課 0555-24-9035

健 康 支 援 課 0555-24-9034

長 寿 介 護 課 0555-24-9087

北都留総務課 0554-22-7800

東部地域の治山・林道事業など 

農業計画の指導、農地転用など 

管内出先機関の会計審査 

介護保険、老人福祉など 

県有林の管理など 

生産技術、担い手確保など 

土地改良区の指導など 

水利防災、農道整備など 

総務事務など 

用地取得、登録など 

道路整備・維持管理など 

道路整備・維持管理など 

用地取得、登録など 

道路整備・維持管理など 

富士北麓地域の治山・林道事業など 

食品衛生、薬事、生活衛生など 

健康づくり、精神保健、感染症など 

環境保全、廃棄物対策、温泉など 

消防防災、国民保護、安全 
・安心のまちづくりなど 

庁舎内の総務事務の集中処理など 

庁舎内の総務事務の集中処理など 

障害者、児童、母子、寡婦 
の福祉、生活保護など 

難病、母子保健、地域看護 
の推進など 

都市計画、開発許可、建築 
確認など 

河川、砂防の整備、維持管 
理など 

河川、砂防の整備、維持管 
理など 

林業経営、自然保護、狩猟、土砂 
採取、林地開発、保安林など 

総合案内、情報公開、情報 
提供、パスポートの受付・ 
交付、納税証明書の交付など 

●県民生活センターを設置します ●県民生活センターを設置します ●県民生活センターを設置します 

　県民の皆様の利便性の向上と効率
的サービスの提供のため、県民相談
センターと消費生活センターを統合
し、新たに「県民生活センター」を
設置します。 
　これまで両センターで行っていた
各種の相談業務に加え、情報提供、
普及啓発業務など、消費者の自立支
援業務を充実します。 

　県民生活センター(県民情報プラザ2F) 
　  TEL 055-223-1366(法律相談、行政相談) 
　  TEL 055-235-8455(消費生活相談) 
　なお、富士吉田合同庁舎の地方相
談室は南都留合同庁舎１階に移転し
ます。 

　県民生活センター地方相談室 
　  TEL 0554-45-7843・5038

このパンフレットに関する問い合わせ 

県庁新行政システム課 
TEL 055(223)1637
Eメール  sgyousei-s@pref.yamanashi.lg.jp

平成18年４月１日（10）
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道志村教育委員会では村内の小学校と中学校で教

育活動を支援できる方を募集しています。

教職経験者、教員免許状をお持ちの方で働く意欲の

ある方の力を求めています。登録していただき小学

校、中学校で支援指導が必要なときに働いていただ

きます。

①教員として勤務できる人（教員免許状がある人）

小学校教員（小学校教員免許状保持者）として勤務

中学校教員（中学校教員免許状保持者）として勤務

村費負担教員または産休、育休、療養、介護休暇の

代替教員として、一定期間働くことができる人

（給料が支給されます。）

詳しくは教育委員会にお尋ねください。

TEL 0554-52-2181 FAX 0554-52-2575

学校教育支援者の募集
（人材バンクへ登録）

できることを　

できる時に　

できる範囲で

特
定
商
取
引
法
の
ポ
イ
ン
ト

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
特
定
商
取

引
法
）」
は
、
訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や
す
い
特
定
の
取
引

を
対
象
と
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の
ル

ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
消
費
者
を

狙
っ
た
悪
質
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
を
覚
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

①
勧
誘
時
に
は
、
販
売
目
的
で
あ
る
こ
と
を
最

初
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

訪
問
販
売
な
ど
で
勧
誘
す
る
場
合
に
は
、
消

費
者
に
対
し
て
販
売
目
的
の
訪
問
で
あ
る
こ
と

を
明
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
違
反
し
た
場
合
は
、
業
務
停
止
な
ど
の
行

政
処
分
が
科
さ
れ
ま
す
。

②
販
売
目
的
を
隠
し
、
営
業
所
な
ど
に
消
費
者

を
誘
い
込
ん
で
勧
誘
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
消
費
者
を
密
室
に
連
れ
込
み
、
断
り
づ
ら
い

状
況
に
し
て
契
約
を
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
ト
ラ

ブ
ル
に
対
処
す
る
た
め
、
販
売
目
的
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
た
ま
ま
、
公
衆
の
出
入
り
し
な
い
場

所
（
営
業
所
や
ホ
テ
ル
の
一
室
な
ど
）
に
誘
い

込
ん
で
誘
惑
す
る
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
妨
害
に
対
す
る
救
済

措
置
が
明
文
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
、
あ
の
手
こ
の
手
で

妨
害
し
よ
う
と
す
る
悪
質
業
者
も
い
ま
す
。

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
」
と
う
そ
を

つ
い
て
消
費
者
を
困
惑
さ
せ
た
場
合
な
ど
は
、

妨
害
行
為
を
や
め
る
ま
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
が
進
行
し
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

④
重
要
な
事
実
を
知
ら
さ
れ
ず
に
契
約
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、
取
り
消
し
が
可
能
で
す
。

商
品
の
価
格
、
性
能
等
に
関
す
る
重
要
事
項

を
販
売
業
者
が
故
意
に
告
げ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
事
実
と
異
な
る
説
明
を
し
た
場
合
と
同
様

に
罰
則
の
対
象
と
し
、
消
費
者
が
誤
っ
て
契
約

し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
な
ど
）
の
中

途
契
約
や
返
品
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
に
お
い
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
経
過
後
で
あ
っ
て
も
販
売
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
購
入
し
た
商
品
を
返
品
し
て
、

そ
の
代
金
を
返
還
し
て
も
れ
え
ま
す
。

困
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
二
Ｆ
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
五(

二
三
五)

八
四
五
五

・
地
方
相
談
室
（
南
都
留
合
同
庁
舎
一
Ｆ
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
四(

四
五)

五
〇
三
八

・
役
場
産
業
観
光
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
五
二)

二
一
一
五

悪
徳
商
法
に
気
を
つ
け
よ
う
！

こどもたちの未来のため

にあなたの力や経験を生

かしてみませんか！

昨年1年間 (1月～12月末) 
村の交通事故件数

・物損45件　人身28件

平成18年春の全国交通安全運動
4月6日～15日までの10日間



平成18年４月１日（12）

4月1日に勤務医師の交代がありました。医師の研修日よる休診日が水曜日から木曜日に

変更になるなど今回は4月からの診療所体制について書きたいと思います。

当院のホームページを去年4月から開設しております。

URLはhttp://www.geocities.jp/doshiclinic2005/index.htmlです。

今後とも道志村国民健康保険診療所をよろしくお願いいたします。

診 療 所 だ よ り

・朝は午前7時40分頃鍵を開けますので番号札をとってお待ちください。

・午前中の診察が延びた場合その分午後の診察開始時間が遅れることがありますので午後一番に受診希

望の場合は確認電話をお願いします。

・往診は電話連絡をいただき、通常午後2時頃から3時頃に伺います。

・血液検査、培養検査は依託している甲府の業者が昼に取りに来るので平日の午前中のみ検査が可能で

す。結果は翌日昼以降になります。

・レントゲン検査、心電図検査はいつでもできます。

・胃カメラ検査は毎週火曜日の午前10時から約20分間行います。

あらかじめ予約が必要ですので前もって受診してください。

なお、胃カメラ中は他の人の診察ができませんので御了承ください。

・超音波検査（心臓・腹部）も可能ですの

で気軽に問い合わせてください。

・毎週金曜日の午前10時からは通院手段の

ない老人に対する村内の有志による送迎

ボランティア受け入れ時間ですので御協

力をお願いします。

・広報掲載後に決まった休診日などは今ま

で通り前日等に村内放送をしますのでよ

ろしくお願いいたします。

・時間外に急病等で診察希望の場合、あら

かじめ診療準備をしたいので電話で症状、

住所、名前、可能なら診察券番号をお伝

えください。

・時間外には会計ができないので一時預り

金5,000円を御用意ください。

3/29
研修のため休診

5

12

19

26

3
午前：ポリオ

3/26 3/27 3/28 
午前：胃カメラ

3/30
休診

3/31
ボランティア

1
休診

2 4
午前：胃カメラ

6
研修のため休診

7
ボランティア

8
午前中のみ診察

9 10 11
午前：道中検診

13
研修のため休診

16 18
午前：胃カメラ

20
研修のため休診

21
ボランティア

2423 25
午前：胃カメラ

27
研修のため休診

28
午後：乳児検診

29
みどりの日

5/3
憲法記念日　

5/130 5/2
午前：胃カメラ

5/4
国民の休日

5/5
子供の日

5/6
午前中のみ診察　

４月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

17

14
ボランティア　　

15
午前中のみ診察

22
午前中のみ診察　

道志村国民健康保険診療所 道志村7404 TEL 0554－52－2040 FAX 0554－52－2773

医　　　　師 浅川岳士 (あさかわたけし）自治医科大学出身、前任：都留市立病院内科

診　察　日 月、火、水、金、土（土曜日は午前中のみの診察です）

休　診　日 木曜日 (医師の研修日のため）、土曜日の午後、日曜日、祝祭日

診察受付時間 午前 8：30～11：30 午後 1：00～4：30

診 察 時 間 午前 8：30～12：00 午後 1：00～5：15



（13）

二
十
名
の
進
路
決
ま
る

本
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ

て
、
計
画
的
に
進
路
指
導
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

三
年
生
は
「
進
路
情
報
」
に
よ
る
情
報

提
供
・
各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
や
体
験
入
学
及
び
説
明
会
へ

の
参
加
・
高
校
の
先
生
方
を
招
い
て
の

第
五
十
九
回

卒
業
証
書
授
与
式

三
月
十
四
日
、
道
志
中
学
校
で
は
第
五

十
九
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
の
告
辞
の
後
、村
長
さ
ん
、

議
長
さ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
か
ら
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
二
十
名
の
卒
業

生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
抱
き
新
た
な
目
標

に
向
か
っ
て
巣
立
ち
ま
し
た
。

進
学
先
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
ず
っ
と

一
緒
に
過
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
、
い
つ

ま
で
も
よ
い
仲
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

三
年
生
に
贈
る
会

恒
例
の
三
年
生
に
贈
る
会
が
三
月
十
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
道
志
中
学
の
屋
台

骨
を
支
え
る
三
年
生
に
対
し
て
、
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
た
め
一
・
二
年
生
が
放
課

後
も
使
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け

の
中
、
卒
業
生
を
迎
え
ま
し
た
。
ス
ラ
イ

ド
で
三
年
間
の
想
い
出
を
た
ど
り
、
呼
び

か
け
や
合
唱
を
折
り
込
ん
だ
見
ご
た
え
の

あ
る
演
出
で
し
た
。

新
執
行
部
の
企
画
立
案
の
も
と
、
実
施

さ
れ
る
初
め
て
の
行
事
で
し
た
が
、
一
所

懸
命
取
り
組
ん
だ
成
果
が
あ
ら
わ
れ
、
心

に
残
る
会
で
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た

卒
業
生
を
見
習
い
、
在
校
生
も
よ
い
伝
統

を
引
き
継
い
で
い
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。寒

い
日
で
し
た
が
、
保
護
者
の
方
々
も

見
に
来
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
温
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●●● 学校だより 道志中学校 (第22号）●●●

高　校　名　　 人数

桂 高 等 学 校 5

谷村工業高等学校 2

都 留 高 等 学 校 2

富士河口湖高等学校 4

吉 田 高 等 学 校 4

富士北稜高等学校 3

「
進
路
説
明
会
」
・
各
高
校
の
先
輩
方
を
招

い
て
の
「
高
校
生
に
よ
る
進
路
説
明
会
」・

二
者
懇
談
や
三
者
懇
談
に
よ
る
進
路
相
談

の
実
施
な
ど
、
数
々
の
進
路
指
導
を
心
が

け
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
三
年
生
は
、
大
変
真
面
目
で

学
習
規
律
も
よ
く
身
に
付
い
て
お
り
、
夏

季
休
業
中
や
早
朝
、
放
課
後
の
時
間
を
利

用
し
、一
所
懸
命
に
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

最
後
の
追
い
込
み
を
か
け
て
受
験
勉
強
、

緊
張
の
受
験
や
発
表
が
続
き
、
大
変
な
毎

日
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
人
一
人

の
努
力
が
実
を
結
び
、
全
員
が
希
望
す
る

高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

次
表
は
、
本
年
度
の
進
路
状
況
で
す
。

外

部

講

師

一
年
生
は
総
合
学
習
で「
郷
土
を
知
る
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
し
て
い
ま
す
。
二
月
十

日
は
佐
藤
長
仁
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
ほ

う
と
う
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
日
頃
家
族

が
作
っ
て
く
れ
る
ほ
う
と
う
は
も
ち
ろ
ん

お
い
し
い
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
で
捏
ね

て
切
っ
た
ほ
う
と
う
の
味
は
格
別
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

ま
た
、
二
月
二
十
日
に
は
、
学
校
医
の

市
川
万
邦
先
生
と
美
容
師
の
杉
本
恵
美
さ

ん
を
お
招
き
し
、
「
職
業
講
話
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
市
川
先
生
は
、
医
師
に
な
る

ま
で
の
勉
強
や
患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
っ

た
時
の
喜
び
な
ど
に
つ
い
て
、
杉
本
恵
美

さ
ん
は
、
お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
向
上
心
を
持
っ
て
仕

事
を
す
る
意
義
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

市
川
先
生
か
ら
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
日
夜
医
療
に
携
わ
る
仕
事
の
重

さ
を
、
杉
本
さ
ん
か
ら
は
人
と
接
す
る
と

き
の
心
構
え
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
三
人
の
方
々
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
今
後
の
生
き
方
に
生
か
し
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
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善
之
木
地
区
で
は
、
地
域
の
総
合

的
な
拠
点
と
な
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
向
け
て
、
地

域
住
民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
昨
年
十
月
に
行
わ
れ

た
善
之
木
地
区
の
会
合
と
、
村
が
十

一
月
に
開
催
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
」
に
お
い
て
建
設
要
望
が
あ
っ
た

も
の
で
、
そ
の
後
、
善
之
木
地
区
の

皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
的
・
主
体
的
な

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
議
員
さ
ん
、

自
治
会
長
さ
ん
が
中
心
と
な
り
建
設

委
員
会
を
組
織
し
、
二
月
二
十
八
日

に
は
先
進
事
例
で
あ
る
、
津
久
井
町

長
竹
地
区
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
を
視
察
す
る
な
ど
、
実
現
に

向
け
て
具
体
的
な
取
組
み
を
行
っ
て

「一本の桜」

私には、忘れ得ない一つの光景が長く

頭に残ってます。それは、毎年4月16日、

大栗のお祭りの頃咲いていた「一本の桜」

です。

その桜は、私の実家の隣、彼方新井の

庭に咲く一本の桜でした。

野山に春風が心地よく吹き、木々が芽

吹き始め、梢上の小鳥のさえずりが山々

に木霊し、小川のせせらぎが温もりを取

り戻し、一斉に春を迎えるこの季節に、

長い冬に耐え、爛漫と咲くその光景は、

子供心にも美しく明日への希望を与えて

くれました。

45年ぶりに生れ故郷道志村を終生家

と定め帰って来て、その桜を尋ねると残

念ながら枯死していました。しばらく佇

んでいましたが子供の頃の光景が目に浮

かび、思わず涙ぐんでしまいました。

そこで、昔の光景を再び取り戻したい

と思い、一本の「山桜」を我家の庭に、

この春植えまし

た。この小さな

苗木が元気に育

ち、やがて花を

付け爛漫と咲き

乱れ、生きてい

る喜びを与えて

くれることを念

じて、大事に育

てていきたいと

思ってます。

善之木地区住民が自主的に計画づくり
地域の拠点となるコミュニティ施設の建設に向けて

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

道
志
村
の
皆
さ
ん
五
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。歯
科
診
療
所
勤
務
の
と
き
は
、

公
私
に
わ
た
り
御
懇
篤
な
る
ご
指
導
と
御

厚
性
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
っ

と
い
う
間
の
五
年
で
し
た
が
住
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
消
防
団
に
も
入
団
し
、
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
子

ど
も
の
関
係
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
育
成
会
、

少
年
野
球
等
で
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
個
人
的
に
飲
み
会
や
ゴ

ル
フ
等
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
家
族
と
親
し
く
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

道
志
村
は
、
家
族
に
と
り
ま
し
て
大
事
な

ふ
る
さ
と
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
移
転

先
の
奄
美
大
島
に
居
住
し
て
も
、
ま
た
い

つ
か
家
族
で
遊
び
に
来
ま
す
。
そ
れ
で
は

皆
様
お
元
気
で
さ
よ
う
な
ら
・
・
・
・

歯
科
診
療
所
　
医
師
　
寶
　
譲
二

監
査
委
員
に

大
房
一
邦
氏
就
任

佐藤勝彦さん
馬場地区

い
ま
す
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
、
旧

善
之
木
小
学
校
跡
地
に
建
設
を
予
定

し
て
お
り
、
既
設
の
体
育
館
と
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
広
場
整
備

等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
域

の
総
合
的
な
拠
点
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
施
設
に
は
防
災
備
蓄
倉
庫

も
併
設
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
防

災
面
も
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

と
防
災
拠
点
と
な
り
ま
す
。

善
之
木
地
区
の
取
組
み
は
、
今
後
、

道
志
村
が
進
め
て
い
く
、
住
民
が
主

体
的
に
地
域
活
動
や
行
政
活
動
へ
参

加
し
、
行
政
と
連
携
・
協
働
す
る
地

域
自
治
を
推
進
す
る
と
い
う
取
組
み

を
い
ち
早
く
実
施
し
た
事
例
で
す
。

平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
付
け
で
道
志

村
監
査
委
員
に
道
志
村
四
五
五
九
番
地
の

大
房
一
邦
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

津久井町　長竹地区の視察研修津久井町　長竹地区の視察研修 津久井町　長竹地区の視察研修 
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平成１8年度 納期月のお知らせ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

27
（木）

29
（月）

27
（火）

27
（木）

28
（月）

27
（水）

27
（金）

27
（月）

27
（水）

29
（月）

27
（火）

27
（火）

月号区分

村税・国保・水道

月　別区　分

４期

４期

１期

６期

６期

村
　
　
税

固 定 資 産 税

村 県 民 税

軽 自 動 車 税

国民健康保険料

水 道 料
合併浄化槽使用料

４月

①

５月

①

①

①

６月

①

７月

②

②

②

８月

②

９月

③

③

１０月

③

１１月

④

④

１２月

③

１月

④

⑤

⑤

２月

④

３月

⑥

⑥

集金日（山梨県民信用組合）…下記日程により自治会長宅に伺います…

道志村税条例の改正について
平成18年度の道志村税条例の改正に伴い、村県民税の全期全納報奨金は廃止、固定資

産税の全期全納報奨金は、利率を下げ、二年間の運用後に廃止を行います。
行政改革の一環として、村民の皆様にご理解と、納税に対するご協力をお願いします。

お知らせ

山口大和くん
(東神地) 大介さん

金子　玲くん
(大栗) 尚章さん

小林蓮亜斗くん
(谷相) 真次さん

佐藤　綾くん
(大栗) 義治さん

杉本りいふちゃん
(大指) 善美さん

佐藤徳磨くん
(馬場) 徳敏さん

星野大冴くん
(釜之前) 和寛さん

佐藤明里ちゃん
(馬場) 直樹さん

宮城親士郎くん
(板橋) 親仁さん

杉本李実ちゃん
(大栗) 稔さん

杉本明斗くん
(西和出村) 純哉さん

山本高之朗くん
(谷相) 和之さん

道志村では、潤いに満ちた美しい地域空間を創造

するため「ふるさとづくり花いっぱい運動」を推進

しています。

この運動は、地域住民が一体となり自分たちの住

む地域を美しくすると共に、花や木を育て併せて

「思いやりの心」を育てていただくことを目的に「道志村ふ

るさとづくり花いっぱい運動」として推進しているものです。

平成17年度においては、出生児13名のお子様と、保育所

退所児童13名、小学校卒業生17名、中学校卒業生20名にそ

れぞれ大田村長から贈呈いたしました。

この三つ葉ツツジを人生の記念樹として、子どもたちの成

長と共に育て見守っていただき、道志村が花咲く七里となる

ことを念願するものです。

杉本肴星くん
(大指) 真一さん

出生児・卒業生に三つ葉ツツジを贈る

大田村長より保育所児童に贈呈
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2月の公共施設等の利用状況
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軽 自 動 車 税（第１期）
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アイドル

おじいちゃんおばあちゃん
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弔

人口　2098人　男1045人　女1053人　世帯数 617世帯（H18.３.１現在）

野
原
地
区
の
紅
梅

深沢　錦木さん（西和出村）

大正６年10月１日生

佐藤　史
ふみ

弥
や

くん（谷相）

平成15年12月９日生

父 邦治さん　母 千春さん

4 月 主 な 行 事
3日(月）・ポリオ予防接種 (医科診療所午後1時30分)

・ヨガ教室 (福祉センター午後7時30分)

4日(火）・つぼみっこくらぶ (福祉センター午後2時)

5日(水）・道志村保育所入所式 (保育所午前10時)

6日(木）・入学式、道志中学校 (午前9時)

・道志小学校 (午前10時30分)

・春の全国交通安全運動 (6日～15日)

10日(月）・ヨガ教室 (福祉センター午後7時30分)

11日(火）・つぼみっこくらぶ (福祉センター午後2時)

12日(水）・健康づくり推進委員会 (役場午後7時)

13日(木）・定例民生委員会 (役場午後３時)

17日(月）・ヨガ教室 (福祉センター午後7時30分)

18日(火）・つぼみっこくらぶ (福祉センター午後2時)

21日(金）・狂犬病予防注射 (村内各所午前9時～午後3時)

22日(土）・資源ゴミ収集日

23日(日）・道志渓谷山菜祭り (道の駅22日～23日午前10時から)

24日(月）・ヨガ教室 (福祉センター午後7時30分)

25日(火）・農業委員会 (役場午後3時)

・つぼみっこくらぶ (福祉センター午後2時)

28日(金）・乳幼児健診 (福祉センター午後1時30分)
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